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令和５年度 久留米市のごみ量について 
 

１ 令和５年度ごみ量の概要 

（１）久留米市のごみ総排出量は  97,386 トン（前年度比＋1,296 トン） 

・家庭系ごみ排出量は   65,734 トン（前年度比＋877 トン） 

・事業系ごみ排出量は   31,652 トン（前年度比＋419 トン） 

 

（２）総ごみ排出量増加の要因 

・令和５年度に発生した豪雨災害による災害ごみ 4,141 トン 

（内訳：家庭系 3,885 トン、事業系 256 トン） 

 

区  分 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 前年比 

総ごみ排出量 Ａ ①＋② 

（ ）は災害ごみ量 

９８,８８５ｔ 

（ ６４３ｔ） 

９６，０９０ｔ 

（   ０ｔ） 
９７，３８６ｔ 

（４，１４１ｔ） ＋１．３％ 

※地域での集団回収を含む 増減量 ▲１,２７３ｔ ▲２，７９５ｔ １，２９６ｔ 

内 

訳 

家庭系 ① ６７，２４７ｔ ６４，８５７ｔ ６５，７３４ｔ 
＋１．４％ 

 増減量 ▲１，２１０ｔ ▲２，３９０ｔ ８７７ｔ 

事業系 ② ３１，６３８ｔ ３１，２３３ｔ ３１，６５２ｔ 
＋１．３％ 

 増減量 ▲６３ｔ ▲４０５ｔ ４１９ｔ 

リサイクル量 Ｂ ２１，５５８ｔ ２０，６０３ｔ ２１，１０２ｔ 
＋２．４％ 

 増減量 ▲１，２０５ｔ ▲９５５ｔ ４９９ｔ 

リサイクル率 Ｂ／Ａ ２１．８% ２１．４ ２１．７ 
 

 増減量 ▲０．９㌽ ▲０．４㌽ ０．３㌽ 

市民一人一日あたりの排出量 ８９３ｇ ８７０ｇ ８８４ｇ  

※久留米市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 

最終目標値（R9）市民一人一日あたりの排出量：886ｇ以下 

リサイクル率：24％以上 

 

２ ごみ量の推移 
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３ ごみ減量の取り組み 

ごみの減量は多くの市民、事業者がごみに対する関心を高め、行動していくことが重要で

あるため、市民や事業者の皆様と協働しながら、ごみの減量・リサイクルを進めていく。 

＜具体的施策＞ 

① ごみ減量分別推進員に対するごみ分別説明会や小学校等で３Ｒ学習会の開催 

② 「てまえどりキャンペーン」実施による食品ロス削減の啓発（R2～） 

③ 環境ポータルサイト（ecoco）内の動画を活用した広報、啓発（R3～） 

④ 「マイボトル推奨店事業」によるプラスチックごみ削減の啓発（R3～） 

⑤ プラスチックごみ削減についてのキャッチコピー・取り組みを R4に募集した成果を活

用し、それを用いた啓発活動（R5～） 

⑥ 企業と連携したごみ減量の取組み 

・民間リユースショップ２社とリユース事業に関する協定を締結、市公式ＨＰ等を活 

用し、不用品の再使用（リユース）を促進（R5～） 

・（株）セブンイレブン・ジャパンとペットボトルリサイクル事業に係る協定を締結、 

市公式ＨＰやイベント参加によるペットボトル回収事業の周知・広報（R5～） 

・ゆめタウン久留米での特小型指定ごみ袋を使った分別実例及び容器包装プラスチッ 

クの分別パネルを展示（R6） 

・久留米ガスと協働でエコクッキングを実施し、食品ロス削減を啓発（R6） 

⑦ リサイクルの推進と可燃ごみの減少を目指し、特小型指定ごみ袋を導入（R6～） 

 

 


